
ジャーナリストスクール新聞

福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
が
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
を
経
た
相
双
地
方
を
取
材
し
て
新
聞

を
作
る
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
」
は
２
０
２
１
年
10
月

30
、
31
日
と
11
月
14
日
の
３
日
間
、
双
葉
町
や
富
岡
町
な
ど
で

開
か
れ
た
。
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
12
人
が
参

加
し
、
福
島
の
今
を
伝
え
る
新
聞
を
完
成
さ
せ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
３
班
に
分
か
れ

て
活
動
し
、
初
日
は
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
（
双
葉

町
）、大
堀
相
馬
焼
協
同
組
合
（
浪

江
町
）
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
楢
葉
遠
隔
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
（
楢
葉
町
）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
岡
町
３
・
11
を
語

る
会
を
取
材
。
写
真
を
撮
り
な
が

ら
懸
命
に
復
興
に
取
り
組
む
人
た

ち
の
思
い
を
聞
い
た
。

２
日
目
は
い
わ
き
海
浜
自
然
の

（
い
わ
き
市
）
で
地
元
新
聞
社

の
記
者
ら
の
助
言
を
受
け
、
新
聞

作
り
に
挑
戦
し
た
。
取
材
で
得
た

情
報
を
基
に
記
事
を
書
い
て
、
見

出
し
を
付
け
、
紙
面
を
レ
イ
ア
ウ

ト
し
て
製
作
し
た
。
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
て
独
創
性
あ
ふ
れ
る
題

字
も
考
え
た
。

最
終
日
は
富
岡
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
「
学
び
の
森
」
で
、
地
元

住
民
ら
に
新
聞
を
披
露
し
た
。
活

動
で
学
ん
だ
こ
と
を
堂
々
と
発
表

し
、
「
私
た
ち
が
福
島
の
復
興
を

見
届
け
る
」
「
福
島
の
今
を
発
信

し
続
け
た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
は

「
震
災
・
原
発
災
の
経
験
・
教
訓
、

復
興
状
況
伝
承
事
業
」
と
し
て
福

島
県
、
ふ
く
し
ま
の
学
び
実
行
委

員
会
が
主
催
し
、今
年
で
９
回
目
。

福
島
民
報
社
と
福
島
民
友
新
聞
社

が
特
別
協
力
し
た
。

小
中
高
生

新
聞
作
り

復
興
に
励
む
人
の
思
い
取
材

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
10
年
。
復
興
の
動
き
を
取
材
し
、
発
信
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者

記者の心構えや新聞作りのこ

つをアドバイスする池上さん

池
上
彰
さ
ん
特
別
講
師

本事業は被災者支援総合交付金と福島県東日本大震災子ども支援基金を活用しています

最
終
日
の
発
表
会
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
さ
ん
が
特
別

講
師
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
が
作
っ
た
新
聞
を
講
評
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
紙
面
に
じ
っ
く
り

目
を
通
し
、
「
着
眼
点
が
素
晴
ら

し
い
」
「
読
む
人
の
立
場
に
な
っ

て
易
し
い
言
葉
に
置
き
換
え
て
」

な
ど
優
れ
た
点
や
改
善
点
を
指

摘
。
「
取
材
を
通
し
て
福
島
で
何

が
起
き
て
い
る
か
を
学
ん
だ
と
思

う
。
私
た
ち
が
福
島
の
復
興
と
い

う
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
最

も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
人
間

ら
し
さ
を
失
わ
な
い
こ
と
。
特
ダ

ネ
が
欲
し
い
か
ら
と
い
っ
て
人
を

だ
ま
す
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
し
な

い
」
「
取
材
し
報
道
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
世
の
中
が
少
し
で
も
良
く

な
る
よ
う
に
願
っ
て
仕
事
を
し
て

い
た
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
質

問
に
答
え
る
形
で
自
身
の
信
条
や

報
道
姿
勢
も
明
か
し
た
。
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2021令和３ 年11月14日 日 富岡の桜～未来へのバトン（５）（５）



楢葉テックニューズ 2021令和３ 年11月14日 日 （６）（６）



2021令和３ 年11月14日 日 楢葉テックニューズ（７）（７）



ジャーナリストスクール新聞

復興 肌で感じ…新聞で思い伝える

来場者の前で新聞を発表し、池上さん（右）から講評を受けた▲

整
理
記
者
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
子
ど

も
た
ち
。
読
み
や
す
さ
を
考
え
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
だ

◀

「富岡町３・11を語る会」代表の青木淑

子さん（右）を取材する子どもたち。語

り部活動の意義や復興への思いを聞いた
▲

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
操
縦
す
る
子
ど
も
た
ち
。
廃
炉
作
業
の
難
し
さ
、
職
員
の

い
思
い
に
触
れ
た

▶

実
行
委
員
長
を
務
め
た
相
馬
高
教
諭
の
武

内
義
明
さ
ん
。ス
ク
ー
ル
の
目
的
を
示
し
、

取
材
や
紙
面
製
作
を
温
か
く
見
守
っ
た

▶

ふくしまの今、復興の姿を伝えたい－。相双地

方で繰り広げられた３日間のジャーナリストスク

ールで、子どもたちは古里の現状や人の思いを肌

で感じた。ジャーナリストの池上彰さんと交流し

ながら、記者の心構えや新聞の「伝える工夫」に

も理解を深めた。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

「話し方に説得力を持たせて」「も

う少しゆっくり話して」。新聞を

披露する前に入念に発表練習
▲

（８）（８）


